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大 谷 立 美

は じめ に

ブ ッ シュ政 権 の外 交 政 策 に大 きな影 響 を及 ぼす 人 た ち が い る。彼 らは現 代 ア

メ リカ政 治 にお い て 「新 保 守 主義 者 」 と呼 ば れ る。 英 語 でNeo-Conservative。

略 して 「ネ オ コ ン(Neo-Con)」 。 事 実,2003年 の 春 に行 わ れ た サ ダ ム ・フ セ

イ ン政 権 打 倒 を 目的 と した 「イ ラ ク戦 争 」 は,ネ オ コ ン と呼 ばれ る人 た ち の シ

ナ リオ に基 づ い て行 わ れ た と言 わ れ る。 で は,ネ オ コ ン と はい っ たい ど うい っ

た 人 た ち なの か 。彼 らは従 来 の保 守 主 義 者 と,ど う違 うの か 。 そ して 彼 らの 思

想,主 義 ・主 張 は,い った い どの よ うな もの な の か。

か つ て 史 上 最 年 少 で合 衆 国 第35代 大 統 領 とな っ た ジ ョン ・F・ ケ ネデ ィは,

政 権 の 中枢 を担 う閣僚 や 補 佐 官 を,ハ ーバ ー ド大 学 の教 授 や大 企業 の 経 営 者 か

ら選 ん だ 。彼 らは当 時 の ア メ リカ の,最 高 の知 識 人 た ちだ った 。 ジ ャー ナ リス

トの デ イ ヴ ィ ッ ド ・ハ ルバ ー ス タ ム(DavidHalberstam)は,彼 ら を 「ベ ス

ト&ブ ラ イテ ス ト(Best&Brightest)」 と呼 ん だ。 「最 優i秀で,最 も聡 明 な(人

た ち)」 とい う意 味 で あ る。 しか し皮 肉 に もそ の優 秀 な はず の彼 らが,ケ ネ デ

ィ暗殺 後,ベ トナ ム 戦 争 とい う悲 劇 に,ア メ リ カ を導 い た 。 ブ ッシ ュ政 権 の ネ

オ コ ンた ち も,ケ ネデ ィ時 代 の優 秀 な頭 脳 集 団 と同 じよ う に見 られ て い る。彼

らは ジ ョー ジ ・W・ ブ ッ シュ とい う指 導 者 をい わ ば 「お神 輿 」 に乗 せ,ア メ リ

カ を,そ して 世 界 を どの 方 向 に向 か わせ よ う と して い る の か 。 本 稿 の 目的 は,

そ れ を解 明 す る こ とに あ る。
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2004年 には大統領選挙が行 われ る。 ブ ッシュ大統 領 に とって,1992年,現 職

大統 領で あった父親が,ク リン トン民主党候補 に大差 で敗 れた ときの悔 しさは,

生涯,決 して忘 れる ことが で きない人生 の出来事 であ った に違い ない。 それだ

け に彼 の再 選への意気込み は,す さま じい ものが あ る。そ して もし再選 されれ

ば,大 統領 を取 り囲 むネオ コンたちは,政 権二期 目において も,ア メ リカの外

交 ・安全保 障政策 にお いて,ま す ます大 きな影響力 を及ぼす こ とになるで あろ

う。その意味で今,こ の 「ネオ コン」 と呼 ばれ る人た ちの思想 と政策 を十分 に

研 究 し,理 解 す るこ とが急務 であ り,今 後 の 日本 の外 交政策 に とって も有益で

あ る と考 える。

保守主義と新保守主義,そ の違いは何 か?

『現代 政 治学事 典(新 訂 版)』(大 学教育 社編)に よれ ば,現 代 保 守主 義 は

「西 欧社 会 は19世 紀 の末 よ り社会 主義,そ して20世 紀 には全体 主義 の挑戦 を受

ける ようになる。 それに対 して,資 本主義 の秩序 を守 るための イデオロギー と

して もたれ た考 え方」 と,定 義 されてい る。文 字通 り 「(従来の もの を)守 っ

て保 ち,変 化 を拒 否す る」考 え方で ある。 これ をアメ リカの政治思想 にあて は

め る と,個 人生活 にお ける政府 の権力 をで きるだけ小 さ くし,権 力 が 国家 に集

中す るこ とを,で きるだけ避 け ようとす る考 え方 となる。 また 自助 努力 に よっ

て,人 生 の成功が あ ると考 える。そ こには 「アメ リカは,万 民 に対 して平等 に,

成功 の機会が与 え られた国」 とい う母 国へ の誇 りがあ る。経済的 には,自 由主

義,市 場 経済 を最善 の制度 と信 じる。 したが って国家 が経済生活 を統括 し規制

す る共産主義思想,社 会主義 国家体制 を全 面的 に否定す る。

問題 は外 交政策で ある。 アメ リカは第5代 モ ンロー大統領 以来,外 交 におい

て は孤 立主義 を国是 として きた。 しか し第一・次世界大戦勃発 とと もに,当 時の

ウィル ソ ン大 統領 はアメ リカの参戦 を決定 し,孤 立主義 か ら国際主義へ大 き く

政策転換 を図 った。 しか し戦後 欧州列 強 の権力外 交 に幻 滅 した アメ リカ国民

は,再 び孤 立主義 を求め た。ベ ルサ イユ体制 の中,ア メリカが国際連盟 に参加
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しなか ったこ とは,当 時 のアメ リカ国民 の気持 ち を如 実 に示 している。そ んな

内向 きな気持 ちを一 日に して変 えたのが,1941年12月7日 の 日本海軍 に よる真

珠湾奇 襲攻撃であ った。 ルーズベ ル ト大統領 の 日本,ド イツ,イ タリアへ の宣

戦布告 に よって,孤 立主義 は一気 に吹 っ飛 び,ア メ リカは国家総動 員で戦争 に

突入す る。 こう して再 び国際主義が復活 した。

「パ ックス ・アメ リカー ナ(ア メ リカ中心 の世界秩 序)」 の時代 を迎 えた第

二次世界大戦後 の アメ リカは,東 西冷戦が進 む中,自 由主義陣営 の盟主 と して,

国際社会 に深 く関わ らざるを得 なか った。 そ う したなかで保 守主義た ちは,ふ

たつ の立場 に分 かれた。 ひ とつ は新孤立主義派 で,ア メ リカの伝統 的 な外 交政

策 に戻 ろ うとい う人た ちであ る。現在 で も,政 治評論家 のパ ッ ト ・ブキ ャナ ン

氏 を中心 に,孤 立主義 の考 え方が根 強 く定着 している。一方,国 際社会 の政治

的多様性 を包容 し,現実 的な外交戦略 を進 めてい こ うとい う考 え方が生 まれた。

保 守 主 義 者 の 中 で も 国 際 的 協 調 の 立 場 を と る人 た ち で,「 リ ア リス ト

(Realist=現 実主義者)」 と呼 ばれ,ヘ ンリー ・キ ッシ ンジ ャー博 士 がその指導

的役割 を果た した。彼 はニ クソ ン政権 の国家安全保 障補佐官,後 に国務 長官 と

して,彼 の現 実外 交 を積極 的 に推 進 した。 その成果 が,デ タ ン ト(米 ソ緊張緩

和 政策)で あ り,ま た1972年,ニ クソ ン大統領 の中国訪 問,米 中国交 回復 であ

った。

しか し保守主義者 の中 には,孤 立主義 には もはや 回帰 で きず,さ らには共産

主義思想 を認 め,ソ 連 や他 の社会 主義国 と妥協す る ことす ることは我 々の信念

に反す る とい う人たちが現 れた。彼 らは1979年 のソ連 のア フガ ン侵攻 や,イ ラ

ンのアメ リカ大使館 人質事件 を見 て,ま す ます 自分 たちの考 え を確信 した。そ

うした人 たちが,「 新 保守主義者」 と して,1980年,レ ー ガ ン大統 領 とともに,

表舞台 に登場す る ことになる1)。

ネ オ コ ン第 一 世 代 の 主 役 ア ー ビ ン ・ク リス トル

ネ オ コ ンの創 始 者 と よば れ る人 た ち は,ダ ニ エ ル ・ベ ル(DanielBell),ネ
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イザ ン ・グ レイザ ー(NathanGlazer),ア ー ビ ン ・ク リス トル(IrvingKristol)

な どのユ ダヤ系 知 識 人 で あ る。 特 に ク リス トル は 「ネ オ コ ンの ゴ ッ ドフ ァー ザ

ー」 と呼 ばれ
,新 保 守 主 義 の運 動 の精 神 的 指 導 者 とい っ た存 在 で あ る。 彼 の両

親 は貧 しい,東 欧 か らの移 民 で あ っ た 。1920年 生 れ の 彼 は,ニ ュ ー ヨー ク市 立

大 学 の 学 生 の こ ろ まで は,人 間 の 善悪 や社 会 の不 正 をめ ぐる思 想 を過 激 化 させ

てい き,世 界 革 命 を主 張 す る トロ ツキ ー 主 義 者 で あ っ た。 そ の 後1950年 代,60

年 代 に な る と,彼 は雑 誌 「コメ ン タ リー(CommentaTy)」 や,後 に 自 ら創 刊 し

た 「ザ ・ナ シ ョナ ル ・イ ン タ レス ト(TheNationalInterest)」 で,積 極 的 に 政

治 評 論 を繰 り広 げ た。 当 時 の彼 は,ソ 連 に対 す る反 共 主 義 の立 場 を貫 きつ つ,

社 会 政 策 にお い て は ジ ョ ンソ ン大 統 領 が推 進 す る 「偉 大 な社 会 計 画 」 を支持 し

た。 そ の一 環 と して,マ ー テ ィ ン ・ル ー サ ー ・キ ング牧 師 に率 い られ る公 民 権

運 動 に も積 極 的 に協 力 した 。 そ の 意 味 で は,彼 は保 守 主 義 者 で は な く,社 会 の

変 革 を促 す 「リベ ラル」 で あ った 。 しか し彼 は,当 時 のベ トナ ム戦 争 が 国 内 に

引 き起 こ した,さ ま ざ ま な社 会 的 混 乱 に苦 悩 し続 け た。 反共 の 聖戦 で あ る はず

の ベ トナ ム戦 争 に対 す る無 慈 悲 な 国民 の 反 対 運 動,ヒ ッ ピー に よ る カ ウ ン タ

ー ・カル チ ャー ,性 革 命,女 性 解 放 運 動 な どは,彼 に して み れ ば許 しが た い 反

社 会 的行 為 と思 えた 。こ う して彼 は,つ い に リベ ラ ルか ら保 守 主 義 に転 身す る。

彼 の 回顧 録 に よれ ば,自 分 の こ とを 「現 実 に酔 っ て い る だ け で,自 己 主 張 を拒

ん で い た リベ ラル だ った」 と表 現 して い る2)。

ク リス トル は,ウ ッ ドロー ・ウ ィル ソ ン大 統 領 の理 想 主 義 的外 交 政 策 を基 本

と した 。 そ れ は ア メ リカの 精 神,す な わ ち 自由,平 等,民 主 主 義,市 場 経 済 こ

そ が 主権 国家 の 理 想 で あ り,そ れ らの思 想 を国 内 ば か りで な く,全 世 界 に啓 蒙

して い くべ きで あ る とい う考 え方 で あ っ た。 そ の た め には,国 連 な どの 国 際 機

関 に依 存 す る こ とな く,ア メ リカ独 自の判 断 で そ の政 策 を進 め て い くべ きで あ

る論 じた。 この 考 え方 が,後 に ネ オ コ ンの外 交 ・安 全 保 障 政 策 に お け る 「原 型 」

とな っ て い く。

さ らに ク リス トル の思 想 に大 きな影 響 を与 えた の が,二 人 の シ カ ゴ大 学 の 教

授 で あ る。 一 人 は レオ ・シ ュ トラ ウス(LeoStrauss),も うひ と りが ア ル フ レ
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ッ ド ・ホ ー ル ス テ ッ ター(AlfredWohlstetter)で あ った 。 現 在,ブ ッシ ュ政 権

を担 うポ ー ル ・ウ ォル フ ォウ ィ ッ ツ(PaulWolffowitz)国 防副 長 官,リ チ ャー

ド ・パ ー ル(RichardPerle)国 防 政 策 諮 問委 員 な どは シ カ ゴ大 学 で 学 び,こ の

二 人 の 薫 陶 を 受 け た 。 ま た ク リス トル の 息 子 の ウ ィ リ ア ム ・ク リ ス トル

(WilliamKristo1)も 父i親 と同 じ道 を歩 み,政 治 評 論 家 と して 登 場 す る。 こ う し

て,1990年 代 の ア メ リカ政 治 で,ネ オ コ ンの新 世 代 の ウ ィ リア ム ・ク リス トル

が ジ ャー ナ リズ ムの 世 界 で論 陣 を張 り,一 方 ウ ォ ル フ ォウ ィツや パ ー ル は政 府

高 官 に登 用 され,自 らの思 想 や信 念 を政 策 で 実 現 してい こ う と決 意 す る。

「新 ・レーガ ン的外交政策 に向 けて」

ウ ィ リア ム ・ク リス トル は,同 じネ オ コ ンの 盟 友 で あ る ロバ ー ト ・ケ ー ガ ン

(RobertKagan)と と もに,著 名 な外 交 政 策 誌 で あ る 「フ ォー リ ン ・ア フ ェ ア

ー ズ(ForeignAffairs)」 の1996年7・8月 号 に
,共 著 で 論 文 を発 表 して い る。

そ の 題 名 は 「新 ・レー ガ ン的 外 交 政 策 に 向 け て(TowardaNeo-Reaganite

ForeignPolicy)」 で あ る。 そ の論 文 の 中 で 二 人 は,パ ッ ト ・ブ キ ャナ ンが 主 張

す る孤 立 主 義 的保 守 主 義 と,キ ッシ ンジ ャー を 中心 とす る現 実 主 義 的保 守 主 義

を,「 生 温 い 考 え(tepidconsensus)」 と糾 弾 し,レ ー ガ ン外 交 こそ が,本 来 の

保 守 主 義 で あ る と主 張 した 。 ロ ナ ル ド ・レー ガ ンは,そ の 外 交 政 策 にお い て,

「強 い ア メ リカ」 の 復 活 を 目指 した。 具 体 的 に は ソ連 を 「悪 の 帝 国」 と呼 び,

徹 底 した反 共 政 策 を推 進 した 。 た とえ ば敵 国か らの核 ミサ イ ル に大 気 圏外 か ら

迎 撃 し よ う と した 「宇 宙 戦 略 防衛 計 画」 は,当 時StarWarsと 呼 ば れ,レ ー ガ

ンの ソ連 に対 す る強 固 な 軍事 政 策 の象 徴 で あ っ た。 ク リス トル とケ ー ガ ンは,

そ う した政 策 こそが ソ連 の崩 壊 を導 き,東 西 冷 戦 に お い て ア メ リ カが勝 利 す る

原 動 力 とな っ た とみ る。 しか し レー ガ ンの 後 の 父 親 の ブ ッ シュ大 統 領,そ して

ク リ ン トン政 権 の外 交 政 策 に は基 本 戦 略 が な く,あ ま りに も場 当 た り的 で,弱

腰 と二 人 に は 映 っ た。 そ こで 彼 ら は,新 た な レー ガ ン的 外 交 路 線 を 目指 して,

次 の3つ を提 案 す る。
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まず第一 は,「 善 意の地球 的覇権(Benevolentglobalhegemony)」 のため に,

防衛 費 を増大 させ るこ とで ある。彼 らに とって,ア メ リカ外交の最大 の 目標 は,

軍事力 の増 強,同 盟 国 との連帯強化,さ らには内外 にお けるアメ リカの国益 の

擁護,ま た他 国に対 して は 「善意」 として アメ リカの理念 を広 める ことによっ

て,「 地球的覇権」 を確立す る ことであ る と主張 した。

第二 に,安 全保 障政策 にお ける 「国民参加(Citizen'sInvolvement)」 であ る。

ク リス トル とケー ガ ンは,ア メ リカが 自由 と民主主義の擁護の ために,世 界各

地域 で大 きな軍事 的責任 を背負 わ されてい るに もかか わ らず,国 民 はその事実

を十分 に認識 していない。その よ うな一般 の人 々の国防政策へ の無知 と無 関心

が続 く限 り,ア メ リカは自国 ばか りで な く,世 界 に対 して も十分 な役割 を果 た

す こ とが で きない。 したが ってそ うしたゆ ゆ しき状 態 を改善す るために,一 般

人 の軍隊予備役制 度 を強化 すべ きであ る。

第三 は 「道徳 的明瞭 さ(MoralClarity)」 で ある。す なわち外交 とは,た だ単

に 自国の安全保 障 と国益 の擁i護だけで はな く,そ れ以上 に道徳 的な 目的が なけ

ればいけない。 その道徳 とは,自 由へ の尊敬,民 主主義,市 場経済 とい うアメ

リカの精神 であ る。 この理想 を世界 に広 め るこ とこそ,ア メ リカ外交 の 目的で

ある。 そのために は,世 界 に現存 す る独 裁主義,全 体主義 国家 を看過す ること

はで きず,最 終的 にそ うした国の 「政権交代(Regimechange)」 を,ア メ リカ

外交政策 の 目標 とすべ きであ る と主張 して いる3)。

このク リス トル とケー ガ ンの論 文 におい て,ネ オ コンたちの外交政策 の骨格

がす でに現 れてい る。 強大 な軍事 力 に支 え られた アメ リカが,世 界 に対 して覇

権 的な力 を持つ こ とと併せ て,自 由,平 等,民 主主義,市 場経済 とい うアメ リ

カの精神 を世界 に広 め る責任 を もつ。 なぜ な らばそれ こそが,地 球上 のすべ て

の人 々に幸福 を もた らし,世 界 の平和 を実現 させ る理念 だか らである。 そのた

めに今 ある独裁政 治,全 体 主義国家 は,力 に よってその政権 を崩壊 させ,ア メ

リカ と同 じような民主 主義 国家 に変わ らなけれ ばな らない。

この論文 を世 に発表 した翌1997年6月,こ うした政策 を実現す るための研 究

機 関 として,ク リス トル とケーガ ンは,「 新 しい アメ リカの世紀 のための計 画
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(ProjectforNewAmericanCentury=本 稿 で は 以 後,PNACと 呼 ぶ)」 とい う

シ ン ク タ ン ク を 設 立 す る こ と と な っ た 。

ネオコンの牙城 「新 しいアメ リカの世紀 のための計画(PNAC)」

この シ ンク タ ン クの 設 立 趣 旨声 明 文(StatementofPrinciples)に よる と,新

世 紀 を 目前 に し,今 や ア メ リ カ は,新 しい指 導 力 が 求 め られ て い る。 そ れ は ア

メ リ カば か りで な く,世 界 全 体 に とって も必 要 な こ と と され,次 の こ とを冒 頭

で提 案 して い る4)。

① ア メ リカが地球 的 な責任 を果 たすために,防 衛費の増大。 さ らに将来 への軍

隊のハ イテ ク化

② 同盟 国 との関係重視 と敵 国に対 す る軍事的対応の準備

③ 海外 にお ける政治 的 ・経済 的 自由主 義理念 を促 進

④ アメ リカの安全,繁 栄,精 神 に基 づ く国際社 会秩 序 を維 持 し拡大 す るための

責任 と自身の その 自覚

この設 立 趣 旨声 明文 の最 後 には,ク ル ス トル を 中心 に18人 の賛 同者 が 署 名 し

て い る。 そ して実 にそ の うち の9人 が,2001年 ブ ッ シュ大 統 領 誕 生 と と も に,

高級 官 僚 と して政 権 入 りす る こ と に な る。 具体 的 に は デ ィ ック ・チ ェ ィニ ー副

大 統 領,ド ナ ル ド ・ラム ズ フ ェル ド国 防 長 官,ポ ー ル ・ウ ォル フ ォウ ィ ッッ 国

防 副 長 官 な どで あ る。 さ らに ブ ッシ ュ大 統 領 の 実弟 で あ る ジ ェ フ ・ブ ッシ ュ フ

ロ リダ州 知 事,ダ ン ・ク ェ ー ル元 副 大 統 領,ウ ィ リア ム ・バ ー ネ ッ ト元 教 育 省

長 官 な どが 名 を連 ね る。 また 異 色 な存 在 と して は,『 歴 史 の終 焉 』 とい うベ ス

ト ・セ ラー の 本 で 有 名 とな っ た フ ラ ン シス ・フ クヤ マ とい った 大 学教 授 の 名 前

も見 られ る5)。

さ らに ク リス トル は,ネ オ コ ンの理 論 誌 「ザ ・ウ ィー ク リー ・ス タ ン ダー ド

(TheWeeklyStandard)」 を発 刊 した 。 発 行 部 数 は推 定 で5万5千 部 とい わ れ,
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そ の 後,ブ ッ シュ 政権 の外 交 政 策 は,そ の 論 調 に大 き く影 響 を受 け る よ う にな

っ た。 そ の シ ンク タ ンク も雑 誌 も,い くつ か の 財 団 か らの 寄 付 で運 営 され て い

る 。 そ の 最 大 の 貢 献 者 が ミ ネ ソ タ 州 を 本 拠 地 とす る 「ブ ラ ド リ ィ 財 団

(BradleyFoundation)」 で あ り,そ の 理 事 長 で あ る マ イ ケ ル ・ジ ョ イ ス

(MichaelJoice)は,1986年 か らネ オ コ ンの 主 張 に賛 同 し,多 額 の 寄 付 金 を投

じて きた。 そ の 総 額 は,2001年 まで に,190万 ドル と もい わ れ て い る。 一 方,

ザ ・ウ ィー ク リー ・ス タ ンダ ー ド誌 に対 して は,「 ジ ャー ナ リズ ム世 界 の支 配

者 」 と呼 ば れ る オ ー ス トラ リア人 の ル ーパ ー ト ・マ ー ドック(RupertMurdoch)

が 主 要 出資 者 とな っ て い る。 両 者 と もユ ダヤ 人 で あ り,シ ンク タ ン ク,雑 誌 の

責 任 者 の多 くが ユ ダヤ 人 で あ る こ とか ら も,ネ オ コ ンの人 々 の行 動 に は,ア ラ

ブ対 イス ラエ ル,さ らに は イ ラ ク を中心 と した 中 東 問 題 が そ の根 底 に あ る と考

え られ る6)。

イ ラ ク政 権 転 覆 計 画 は,ポ ー ル ・ウ ォル フ ォ ウ ィ ッ ツ案 か ら始 ま る

ウ ォル フ ォ ウ ィ ッ ツは ブ ッシ ュ ・シニ ア政権 にお い て,チ ェ イ ニ ー 国 防長 官

の 下 で,冷 戦 後 の 国家 安 全 保 障 の立 案 を任 され て い た。 しか し1991年,イ ラ ク

の ク ウ ェ ー ト侵 攻 に よる湾 岸 戦 争 が 突 然起 こ った 。彼 はそ の と き,当 時 の父 親

の ブ ッシ ュ大 統 領 に対 して,サ ダム ・フセ イ ンの独 裁 政 治 を終 焉 させ,イ ラ ク

に民 主 国家 を実 現 す る こ と を提 案 した 。 しか しブ ッシ ュ大 統 領 は,ク ェ ー トの

「原 状 回復 」 だ け を 目標 と して い た。 そ して 最 終 的 に は,フ セ イ ン政 権 打 倒 を

目的 と して,バ ク ダ ッ ド侵 攻 まで には 踏 み切 らなか っ た。 そ れ に納 得 で きな い

彼 は,退 官 直 前 に,一 つ の 論 文 を発 表 した 。 そ の名 は 「防 衛 計 画 ガ イ ダ ンス

(DefencePlanningGuidance)」 。 そ の 骨 子 は,以 下 の3点 で あ る7)。

① ア メリカに とって最 も重要 なこ とは,わ が祖 国 を危険 に さらすいかなる敵 を

封 じ込 める ことで ある。

② 次 に大切 な ことは,内 外 にお けるア メ リカの権益 を守 り,さ らにア メ リカの
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価値観 を海外 へ推 し進 めるこ とである。

③最後 に,以 上 の 目的 を達成 す るために,ア メ リカは必要 に応 じて 「単独行動」

の準備 を しな けれ ばな らない。

このウ ォルフ ォウィッツの信念 は,こ の論文 を発表 したち ょう ど10年 後 に具

体化す る。そ れはあ ま りにも偶然 で,「 運命 的」 とい えるか もしれない。実際,

彼 の言 うとお りになった。まず2001年9月11日 に,同 時多発 テロ事件が起 きた。

① の 「わが祖 国 を危 険に さ らす いか なる敵」,そ れ はテ ロ リズム とい うことに

なった。 そのテ ロリス トた ちか ら 「アメ リカの権益」 を守 り,独 裁 者 を追放 し

てイ ラクに 「アメ リカの価 値観」,す なわ ち 自由 と民主主 義 を押 し進 める こ と

の重要性が認識 された。 それが② であ る。そ してその 目的達成 のため に,た と

え国際社会が反対 し,ア メ リカの 「単独 行動」 になる と して も,そ れ を実行 し

なけれ ばな らない と確信 す る。 これが③ であ る。 こう して 「イ ラク戦争」 は,

す でに1992年 の段 階で,そ の計画が準備 されていたのであ る。

ク リン トン大統領への手紙

1998年1月,ウ ィリアム ・ク リス トルや ロバ ー ト ・ケーガ ンな どネオ コ ンの

有志 たちは,ク リ ン トン大統領 に公 開要請状 を書 いた。 そ こにはPNACの 設

立趣 旨書 に署 名 し,現 政権 の主要 閣僚 である ドナル ド ・ラムズ フェル ド国防長

官,ポ ール ・ウォル フ ォウィ ッツ国防副長官,ジ ョン ・ボル トン国務 次官 な ど

の名前 が連 なってい る。

その手紙 の冒頭で は,ク リン トン政権 の対 イラク政策が成功 してお らず,結

果 と して中東情勢 は,冷 戦終結後以来,最 大 の危機 に瀕 してい る と指摘 して い

る。具体 的 には同月,イ ラク政府が 「国連大量破壊兵器廃 棄特 別委員会(UN

SCOM)」 の査 察 団 を国外 追放 した ことに よ り,今 後 アメ リカ とそ の同盟 国

は,イ ラクが生 物 ・化 学兵器 を含 む大量破壊兵器 を製造 し,さ らにそ の隠蔽 を

監視 で きない と述べ てい る。 またそ う した状況 は,「 中東地域全体 の政治 ・軍
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事 的状 況 を不 安 定 化 させ る。 また この イ ラ クの脅 威 に どう対 処 す るか で,来 た

るべ き21世 紀 前 半 にお け る世 界 の平 和 が 決 定 され る」 と も述 べ て い る。 で は ど

う した ら い い の か 。 そ れ は 今 ま で の よ う な イ ラ ク に対 す る 「封 じ込 め 政 策

(policyofcontainment)」 をや め,断 固 た る態 度 をイ ラ ク に示 すべ きで あ る。 具

体 的 には イ ラ クが 大 量破 壊 兵 器 を所 有 して い た場 合 に は,そ れ を使 用 させ な い

こ とで あ る。 そ の た め に はサ ダ ム ・フ セ イ ン とそ の政 権 を権 力 か ら追 放 しな け

れ ば な らない(removingSadamHusseinandhisregimefrompower)。 これ こそ が

ア メ リ カの外 交 政 策 の 目標 で あ る と結 ん で い る。 この 「大 統 領 へ の 手 紙 」 は,

マ ス コ ミで も大 きな反 響 を呼 び,ワ シ ン トン ・ポ ス ト紙 で も1998年1月29日,

そ の全 文 が紹 介 され た8)。

この 手紙 に よ って,ひ とつ の事 実 が 判 明す る。 そ れ は現 政 権 で特 に国 防 ・外

交 政 策 を担 当 す る主 要 官 僚,具 体 的 に はチ ェ イ ニ ー副 大 統 領,ラ ム ズ フ ェル ド

国 防 長 官,ウ ォル フ ォウ ィ ッッ 国 防副 長 官,ボ ル トン国務 次 官 らはみ な1998年

1月 の 時 点 で,「 フセ イ ン政 権 転 覆」 を考 え て い た こ とで あ る。

「大 統 領へ の 手 紙 」 の2日 後 の1月30日,ウ ィ リア ム ・ク リス トル とロバ ー

ト ・ケ ー ガ ンは,ニ ュ ー ヨー ク ・タイ ム ズ紙 に連 名 で コ ラ ム を寄稿 した 。 そ れ

は そ の 前 日 に行 わ れ た ク リ ン トン大 統 領 の 年 頭 教 書 演 説 を受 け て の論 評 で あ

り,題 名 は 「イ ラ ク空 爆 だ け で は不 十分(BombingIraqIsn'tEnough)」 で あ っ

た。 そ して 冒頭,「 サ ダ ム は消 え な け れ ば な らな い(SadamHusseinmustgo。)」

と宣 言 す る。 さ らに 「ク リ ン トン政 権 が 時 々行 う4,5日 の イ ラ ク空 爆 で,ど

ん な効 果 が あ る とい うのか 。 振 り返 れ ば湾 岸 戦 争 の と き,多 国籍 軍 は5週 間 の

空爆 を した に もか か わ らず,フ セ イ ン を打 倒 す る こ とが で きなか った で は な い

か!こ う して我 々が 手 を こ まね い て見 て い る 間 に,サ ダム は大 量 破 壊 兵 器 を

所 有 す るだ ろ う」 と論 じる。 彼 らの主 張 は,次 の3点 に要 約 され る。① ク リ ン

トン政 権 の イ ラ ク空爆 は,抑 制 力 とな っ て い な い。 ② 大 量 破 壊 兵 器 に対 す る国

連 査 察 団 が そ の責 任 を果 た して い ない 。 ③ ロ シア,フ ラ ンス,中 国 が イ ラ ク に

対 す る国 連経 済 制 裁 を廃 止 し よ う と してお り,こ れ は フセ イ ン政権 を助 け る こ

とで しか ない 。
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さ らに注 目す べ き こ とは,「 フセ イ ン政 権 を こ の ま ま に して お け ば,や が て

ア メ リ カの 同盟 国 に対 して テ ロ攻 撃 を し(terrOriZeOUrallieS),我 々の利 益 を脅

かす こ と(threatenourinterest)に な るで あ ろ う」 と述 べ て い る こ とで あ る。 ク

リス トル とケ ー ガ ンに は,「 サ ダム→ 大 量 破 壊 兵 器 → テ ロ攻 撃 」 とい う イ メ ー

ジが,う っす ら と脳 裏 をか す め て い た こ とが,こ のterrorizeと い う言 葉 か ら知

る こ とが で きる。

そ して結 論 は 冒頭 の 言 葉 を繰 り返 す 。 「そ う した大 量 破 壊 兵 器 の 脅 威 をな く

す には,フ セ イ ンを な くす しか な い(筆 者 注:下 線 部 の 「な くす」 とい う言 葉

に は,両 者 と もremoveと い う単 語 が 使 わ れ て い る)」。 そ の た め に は 「空 爆 ば

か りで な く地 上 軍 も動 員 し,湾 岸 戦 争 で 残 され た我 々 の最 後 の仕 事 を完 結 させ

な け れ ば な らな い」 と締 め く くっ て い る。 ネ オ コ ンの この二 人 に とっ て は,す

で に イ ラ ク戦 争 の5年 前 の1998年 に,サ ダ ム ・フ セ イ ン を打 倒 す るた め,ア メ

リ カ地 上 軍 がバ ク ダ ッ ドに向 けて 突 進 す る姿 が,彼 らの脳 裏 に描 か れ て い た の

で あ る9)。

下院国家安全保 障委員会 におけるウォル フォウィッツ証言

1998年9月,ポ ー ル ・ウ ォルフ ォウ ィッッは,下 院国家安全保 障委員 会 に招

かれて,イ ラク問題 について証言 した。 当時彼 は,ジ ョンホプキ ンス大学 の国

際関係学部 で教鞭 を とっていた。彼 はその証言 の中で,フ セイ ン独 裁政治か ら,

イ ラク人民 を解 放す るこ と,さ らにフセ イ ンの軍事 的脅威 か ら,そ の隣国 と,

中東全体 の平和 と安 定 を守 るこ とが アメ リカの使命 であ ると強調 した。 しか し

クルス トルやケーガ ンと違 う ところは,フ セイ ン政権打倒 のため に,ア メ リカ

軍 の全面 的軍事介入 に対 して は,ウ ォルフ ォウ ィッツは慎重 な姿勢 を示 してい

た ことである。む しろ彼 は,ア メ リカ軍 によってで はな く,イ ラク国民 自身が,

自らの努力 で フセイ ンの圧 政 を倒 し,自 由を獲得す る ことを期待 しなが ら,そ

のためにアメ リカは何 がで きるのか を模 索 していた。 そ してその一つの道 とし

て,イ ラク南部 に 「自由解放 地域」 を樹 立 を提案す る。 イ ラク南 部は イラク戦
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争 前 まで,「 非 飛 行 地 帯(noflyzone)」 とな って い た 。 また湾 岸 戦 争 の 時 に は,

イ ラ ク北 部 を同 じよ うな 「自由解 放 地 域 」 に した実 績 もあ った 。 ウ ォル フ ォウ

ィ ッ ッは,反 フセ イ ン勢 力 を結 集 して,イ ラ ク暫 定 政 権 を発 足 させ,ア メ リカ

は そ れ を支 援す べ きで あ る と論 じた の で あ る。 そ の提 案 の骨 格 は,以 下 の3点

で あ ったlo)。

1)自 由 を求 め るイラク国民 による暫定政府 を樹 立 させ,国 際社会 はそれ を正

当な政府 として承認す る。そ して その政府 は,将 来 の イラク建設へ の政策

を立案 してい く。

2)そ の暫定 政府 は,適 切 な国際的管理の下 で,自 国最大 の石油 資源 と,政 治

的,人 道 的,そ して最終 的には軍事 的 目的のための豊か な資源 を管理す る。

3)暫 定政権 の軍隊が,国 内の他 の地域 を解放 で きるように,そ して フセイ ン

現政権 の弱体化 を図れ る ようにアメ リカは協力す る。

しか しロバー ト ・ケ ーガ ンは,そ の翌週 の 「ザ ・ウィー ク リー ・ス タ ンダー

ド」誌 の社 説で,ウ ォルフ ォウ ィッツ提案 に理解 を示 しつつ も,そ うした暫定

自由政府 に後 ろ盾 として,ア メ リカの圧倒 的な軍事力 が必要であ るこ とを強調

す る。それ はフセ イ ンが大量破壊兵器 を所有 してお り,自 分 に対 す る反乱者 に

は,そ れ を必ず使 うで あろ うとケーガ ンは懸念 していたか らであ る。事実 フセ

イ ンは,イ ラク ・イラ ン戦争 で,そ して北部 の クル ド族掃 討作 戦で,化 学兵器

を使 用 した過 去が あ った。 「独 裁者 の残 忍性 を,甘 く見 て はな らない」,「フセ

イ ンを倒 すの は,や は りアメ リカの仕事 」 とい うのが ケー ガ ンの思 い だった。

その社説 の最後 に,彼 は連邦議員 に対 して,2つ の こ とをアピールす る。一つ

はイ ラク国内の反 フセ イ ン勢力 を,政 治的,財 政 的,軍 事 的 に,さ らに支援 す

るこ とであ り,も う一つ は フセイ ン打倒 のため に議会 は,武 力 行使 の権 限を大

統 領 に委ね るこ とであ った。 これはその後2002年10月 に実現 し,イ ラク戦争 は

アメ リカ連邦 議会が承 認 した戦争 とい うことになる11)。
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ネオコン防衛白書の発表

2000年9月,PNACは 一 つ の 防衛 政 策提 言 書 を発 表 した 。 演 題 は 「ア メ リ

カの 防 衛 の再 構 築(RebulidingAmerica'sDefenses)」 で あ っ た。 と き は,民 主

党 ゴ ア候 補,共 和 党 ブ ッシ ュ候 補 に よる大 統 領 選 挙,た け な わ の ころ で あ った 。

80ペ ー ジ に及 ぶ そ の 政 策 案 は,お お よそ次 の4つ か ら構成 され て い た。そ れ は,

① ア メ リカ を世 界 の 帝 国 とす るパ ック ス ア メ リカ ー ナ(PaxAmericana=ア メ

リカ を 中心 とす る世 界 秩 序)の 確 立,② アメ リカの 安全 保 障 に とっ て危 険 と思

わ れ る地域 を認 定 しつ つ,自 国 の地 球 的覇 権(globalhegemony)の 確 保,③ 軍

事 力 増 強,④ 陸,海,宇 宙,サ イバ ー ス ペ ー ス(全 世界 の コ ンピ ュ ー タネ ッ ト

ワー クの なす 空 間)な どのす べ て を網 羅 す る将 来 の 戦 争 計 画,で あ っ た。

まず 第 一 の新 しい パ ック ス ア メ リ カー ナ の確 立 で は,ソ 連 が 崩 壊 し東 西 冷 戦

が終 焉 した 後,ア メ リカ は世 界 唯一・の 「超 大 国」 で あ る と位 置 づ け,新 世 紀 に

お け るそ の役 割 の 維 持 を強調 す る。 また,ア メ リカ に敵対 す る 国 に対 して,万

全 の 準 備 を整 え る必 要 性 が あ る。 そ の た め に は,複 数 以 上 の 戦 争 に 同時 に対 処

す るだ けの 十 分 な軍 事 力 を保 持 しな け れ ば な らない とす る。 第 二 の 地 球 的 覇 権

に関 して は,本 土 防衛(HomelandSecurity)の た め に新 しい核 戦 略 の必 要 性 を

説 く。 さ らに 「ア メ リカ の安 全 保 障 に とっ て危 険 な地 域 」 に 関 して は,「 悪 の

枢 軸(AxisofEvil)」 と して,具 体 的 にイ ラ ン,イ ラ ク,北 朝 鮮 の3国 を名 指

しに し,そ れ らの 国 々 に お け る大 量 破 壊 兵 器 開 発 の 危 険性 を 指摘 す る 。 こ の

「悪 の枢 軸 」 とい う言 葉 はそ の2年 後,2002年2月 に行 っ た年 頭 教 書 で,ブ ッ

シ ュ大 統 領 が そ の ま ま引 用 す る こ と と な る。 第 三 の軍 事 力 の増 強 につ い て は,

GDP(国 内総 生 産 量)の3%か ら3.8%へ と増 や し,さ らに 地 球 的 な ミサ

イ ル防衛 計 画 推 進 を提 言 して い る。最 後 の将 来 的 な 防衛 計 画 につ い て は,南 欧,

東 南 ア ジ ア,中 東 に お け る米 軍 の拠 点 を確 保 す る。 軍事 力 の ハ イ テ ク化,サ イ

バ ー ス ペ ・一・一…スの 国際 的 な掌 握 な ど を列 記 して い る12)。

一・方
,中 東 地 域 につ い て は,提 言 書 の 随所 で,ア メ リカの 積 極 的 な介 入 が示
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唆 されてい る。 た とえばアメ リカに とって,イ ラク とイ ランが特 に危 険な存在

であ るため,サ ウジアラビァでの米軍駐留 は,今 後 も長期 にわた り不可 欠であ

り,さ らに 中 東 の 安 全 保 障 の た め に,ア メ リ カ は 永 久 的 な役 割 な役 割

(permanentrole)を 展 開すべ きであ る と述べ てい る。 ただ ここで特 筆すべ きこ

とは,イ ラ ク の大 量破 壊 兵 器,そ して フセ イ ン体 制 の政 権 転 覆(regeme

change)に つ いて は,具 体 的に触 れ られて いない ことだ。いずれ にせ よ,ネ オ

コンの中心 的存在 であ るPNACが 表 した この提 言書 は,事 実上,ブ ッシュ共

和 党候補 の当選 を前提 に した新 しい政権へ の外 交政策へ の要望書 であった。 そ

して彼 らの希望通 り,ブ ッシュ候補 がホ ワイ トハ ウス入 りす る。 この提言書 を

書 いた当事 者 の何 人かが,高 級 閣僚 と して政権 の 中枢 に参 画す る こ ととな る。

やが て皮 肉に も,こ の提言書 がその ままブ ッシュ外交政策 の教 科書 となる 日が

突然や って くる。 それが2001年9月11日,同 時多発 テロ事件で ある13)。

テロリズムとの戦争がイラク攻撃論に発展

2001年9月11日,こ の 日は ア メ リ カの歴 史 に永 遠 に刻 まれ る だ ろ う。 イ ス ラ

ム教 過 激 派 の テ ロ リス トに よっ てハ イ ジ ャ ック され た3つ の旅 客 機 が,ニ ュー

ヨー クの 世 界 貿 易 セ ン ター,そ して 国 防総 省 の ビル に乗 客 と と もに追 突 す る と

い った事 件 が 起 こ っ た。 こん な悲 劇 を誰 が 想 像 で きた で あ ろ うか?こ の事 件

の9日 後 の9月20日,ブ ッシ ュ大 統 領 は上 院,下 院 の全 議 員 を議 会 に召 集 し,

自 らの決 意 を表 明 した 。 大 統 領 は,「 この テ ロ攻 撃 は た だ 単 に ア メ リカ だ けで

は な く,文 明 そ の もの に対 す る挑 戦 で あ る」 と述 べ,全 世 界 に対 して テ ロ との

戦 いへ の 結 束 を訴 えた14)。 この と きは彼 は,か つ て フ ラ ンク リ ン ・D・ ル ーズ

ベ ル ト大 統 領 が真 珠 湾 攻 撃 を受 け て 日本 の軍 国主 義 とナ チ ス ・ヒ ッ トラ ー との

戦 い を決 意 した と き と同 じ よ うに,ま た ロナ ル ド ・レー ガ ン大 統 領 が,ソ 連 を

「悪 の 帝 国 」 と呼 び,共 産 主 義 との 戦 い を 目標 と した と き と同 じよ う に,テ ロ

リズ ム と戦 い,勝 利 す る こ とを,自 らの使 命 と した の で あ る。

この大 統 領 演 説 を受 けて,PNACの ウ ィ リア ム ・ク リス トル と ロバ ー ト ・
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ケ ーガ ンは,ネ オ コン同志35名 と共 に,ブ ッシュ大統領 に公 開要望書 を提 出 し

た。そ こで は,テ ロ リズム との戦争 において世界 を リー ドす る大統領 の指導力

を賞賛す る とともに,イ ラク問題 に真剣 に対応 す るように求め たのである。 当

初 はオサマ ・ビ ン ・ラデ ィンとそのグループであ るアル カイダ,そ れ を支援す

る アフガニス タ ンの タ リバ ン政権 の打倒 を求 めていたが,そ のの ち 「テロの根

源 に,イ ラクあ り」 との判断で,サ ダム ・フセ インの追放 が,根 本的 な解 決策

であ る と主張 した。その ため,イ ラク国 内の反 フセイ ン勢力 に対 して,軍 事 的,

財政 的援助 を与 えるこ とを要求 したのであった15)。

政権 内部の ネオ コンたち と,外 部 の仲 間たち との連携 は緊密 だった。 ク リス

トルやケー ガ ンが主張 した テロ とフセイ ンの関係 を踏 まえて,テ ロ事件の翌 日

の12日,ラ ムズ フェル ド国防長 官 は,「 テ ロ リス トとの総力戦 を行 うの な ら,

イ ラクを攻撃 目標 とせ ざるをえない」 と大統領 に提言 した。 さ らにウ ォルフ ォ

ウィ ッツ国防副長官 は,大 統領 に対 し,「 今 こそ,イ ラク を攻撃 す るときです」

と進言 したのであ る。 しか し大統領 に とっては,ま ず,ビ ン ・ラデ ィンとタリ

バ ン政権 の打倒 とい った 目の前 の ことが,早 急 の課題 であ った。 しか し11月13

日,米 英軍 に支援 され たアフガ ンの北部 同盟が,イ ラクの首都 カブー ルに侵攻

す る と,ビ ン ・ラデ ィ ンをか くまっていた タリバ ン政権 は,そ の時点で崩壊 し

た。 その とたん に大統領 は,イ ラク攻撃 を口にす る ように なる。11月26日 の記

者会 見で は,「 イ ラクが 国連 の大量破壊 兵器 に対 す る国連の査察受 け入 れ を拒

否 した場合,フ セ イ ン政権 は思 い知 る ことにな る」 と脅 しをか けた。 ライス大

統領補 佐官(国 家安全保 障担 当)に よれ ば,「 タリバ ン政権崩壊 の め どが立 っ

た時点 で,大 統領 はまるで電球が頭 の中で点灯 した ように,イ ラク攻撃 を しき

りに口にす るようになった」 と,そ の ときの状況 を説 明す る。 この とき大統 領

は,テ ロ事件 が引 き起 こされた アメ リカの状況 と,そ れに対す る国家安全保 障

政策 において,ネ オ コ ンた ちの主張が,極 めて現実 的な政策手段 と感 じ始 めて

いたのであ る。
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ネ オ コ ン の集 大 成 「ブ ッ シ ュ ・ ドク トリン」

ブ ッシ ュ ・ドク トリ ン(BushDoctrine)と は,2002年1月29日 に行 わ れ た年

頭 教 書 演 説16),さ らに 同 年6月1日,陸 軍 士 官 学 校(WestPoint)卒 業 式 で の

大 統 領 演 説17),そ して9月17日 に 発 表 され た 「ア メ リ カ の 国 家 安 全 保 障 戦 略

(TheNationalSecurityStrategyoftheUnitedStates)」 とい う外 交 白書 に示 され た

ブ ッシ ュ政 権 の安 全 保 障政 策 で あ る18)。 まず 年 頭教 書 演 説 で大 統 領 は,テ ロ リ

ス トとそ れ を支 援 す る 国家 を激 し く批 判 す る。特 に,イ ラ ン,イ ラク,北 朝 鮮

を,「 悪 の枢 軸(AxisofEvi1)」 と呼 び,そ れ らの 国 々が,物 心 両 面 に わ た っ て

テ ロ リス トた ち を支i援 して い る と指摘 した 。 この 言 葉 は,大 統 領 の ス ピー チ ラ

イ ター であ る デ ー ビ ッ ド ・フ ラム(DavidFmm)が 考 案 し,最 初 は 「憎 悪 の枢

軸(AxisofHatred)」 で あ っ た もの を,ラ イス 補 佐 官 の 意 見 で 「悪(evil)」 に

した とい われ る。 当初 は,イ ラ ン,イ ラ ク,シ リア の3国 をそ の よ うに み なす

考 え もあ っ た が,そ うす る と3国 が すべ て イス ラ ム 国家 とな り,テ ロ との戦 争

が,対 イス ラ ム教 との戦 い とい う構 図 にな る危 険性 が あ った 。 それ を避 け る た

め に シ リア と北 朝 鮮 を差 し替 えた とも伝 え られ る。 同時 に大 統 領 は,そ れ らの

国 を 「な らず 者 国家(Roguestate)」 と呼 び捨 て た。 そ の 後 ホ ワ イ トハ ウ ス は

そ の言 葉 の 定 義 と して,「 国 内 的 に は独 裁 政 治 で 国民 の 自由 を奪 い,反 対 者 を

弾圧 し,人 権 を無 視 す る。 対 外 的 に は国 際法 の履 行 を拒 否 し,隣i国 に軍 事 的脅

威 を与 え る。 さ らに もっ と危 険 な こ とは,大 量 破 壊 兵 器 の 所 有 を 目指 し,自 国

の 利益 の た め に そ れ を使 用 す る意 図 が あ り,そ れ らの 国 が,テ ロ リス トを支 援

して い る」 と説 明 して い る。 これ ら 「悪 の枢 軸 」 の 「な らず 者 国家 」 を念 頭 に

お い て,ブ ッ シュ ・ドク トリ ンは,基 本 的 に次 の3点 を骨 子 と した 。

1)脅 威 に対す る先制攻撃:テ ロリス ト,そ してそれ を支援 す る国 々は,世 界

全体 を戦場 と見 な し,目 的達成 のため には場所 と時間 を選 ばない。 したが

って彼 らの攻 撃 の前 に,我 々 は行動 を開始 しなけれ ば な らない。特 に生
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物 ・化 学兵器,核 兵器 な どの大量破壊 兵器 を相手 が保 持 してい る場合 は,

我が 国は先制攻撃 を辞 さない。

2)政 権交代:「 悪 の枢軸」 「な らず者 国家」 の体制転覆,政 権 交代 を 目指す。

その実現の ため に,ア メ リカは単独 軍事行 動 を辞 さない。

3)理 念の促 進:こ の戦争 はアメ リカに とって,た だ単 にテロ リス トとの戦 い

とい うだ けで な く,も っ と崇高 な 目標 を持 ってい る。それ はアメ リカの政

治的理念,す なわち 自由 と民主主義 の精神 をイス ラム世界 に広 めてい くこ

とであ る。

ブ ッシュ ・ドク トリンの中で,最 も議論 されてい るのが,第1の 脅威 に対す

る先 制攻撃 を正 当化 す る理論 で ある。 これ は東 西冷戦 の も とで行 われて いた,

相 互 の軍事力 の均衡 に よって戦争 を防 ぐとい った 「抑 止 の原則(Doctrineof

Deterrence)」 か ら大 き く逸脱す る考 え方 だか らであ る。 同時 に これ は,「 戦争

を違法」 とす る国際社 会の原則 を,ア メ リカ自身が率先 して放棄 す る行為 であ

る。 これに対 して本 間長世氏(東 大名誉教授)は,「 ブ ッシュの外 交姿勢 は米

国の伝 統 を壊 した」 と題す る4月16日 の朝 日新 聞での小論 で,「 ネオ コンが一一

部 の学者や評論家 た ちの主張 に とどまらず,ア メ リカの政 治権力 の中枢 に くい

込 んだ ことで,ア メ リカの外 交論の多 くは書 き改 め られ なけれ ばな らな くなっ

た」 と指摘 してい る。 また五十嵐武士氏(東 大教授)は,イ ラク戦争開始時の

3月21日 の読 売新 聞での座 談会 で,「 先制攻撃 には,危 険 を察知 した ときの攻

撃,潜 在 的な脅威 へ の攻 撃 と危 険性 の切迫 の2種 類 あ る。(中 略)果 た して イ

ラクの問題 は,そ こまで差 し迫 った危険 なのか どうかが 問題 だ。私 は今 回の戦

争 は,先 制攻撃 とい うよ り,予 防攻撃だ と考 えている。 これは国際規範 に関わ

る大 問題 だ」 と述べ てい る。一方,ウ ィ リアム ・ク リス トルはブ ッシュ ・ドク

トリ ンに関 してニ ュー ヨー ク ・タイムズ紙 に投稿 し,「 危 険 な独裁者 が大量破

壊 兵器 を所有 しようと した場合,ア メ リカは単独 で あって も先制攻撃 に よって

それ を防が なければな らない」 と,ネ オコ ンの立場 を改 めて強調 した。 また同

じ くネオ コンの理論 的指導者 であ る リチ ャー ド ・パ ール前 国防政策諮 問委員長



84

も,2002年11月25日 発 行 のU.SNews&WorldReport誌 で の イ ン タ ビ ュ ー で

「ア メ リ カの 使 命 は,た だ単 に テ ロ リス トた ち だ けで は な く,世 界 に現存 す る

全 体 主 義 国家 を壊 滅 させ る こ とだ。 ま して,そ れ らの 国が 大 量 破 壊 兵 器 を保 持

して い る場 合 は,時 を待 つ こ とは許 され ない 」 と述 べ,先 制 攻 撃 を正 当化 して

い る。 いず れ にせ よ,先 制 攻 撃 の前 提 とな るの が,フ セ イ ン政 権 とテ ロ リス ト

の 関係 で あ り,イ ラ ク にお け る大 量 破 壊 兵 器 の存 在 の有 無 とな る。

イラク戦争ヘ ネオコンの最後の準備

ブ ッ シュ政 権 は,サ ダム ・フ セ イ ン とテ ロ リス ト集 団 との 関 わ りを確 信 して

い た。事 実 ア メ リカCIAの 報 告 に よれ ば,イ ラ クは1991年 の湾 岸 戦 争 の 際 も,

世 界 各 地 域 に お け るア メ リ カの拠 点 に対 して,テ ロ攻 撃 を画 策 して い た とい わ

れ る。 しか しそ れ らの計 画 の すべ て は,各 国 の 厳 しい捜 査 と協 力 で,幸 い に も

未 然 に 防が れ て きた 。 また 大統 領 に とって,1993年4月,ブ ッ シュ ・シニ ア が

大 統 領 退 任 後 ク ウ ェー トを訪 問 した際 に,フ セ イ ン政 権 に よる暗 殺 計 画 が あ っ

た こ とは,け っ して 忘 れ る こ とので きな い,許 しが た い行 為 で あ っ た。 そ う し

た状 況 の 中 で,PNACと 同様,ネ オ コ ンの も うひ とつ の 中心 的 な集 団 で あ る

ヘ リテ ー ジ ・フ ァ ンデ ー シ ョン(HeritageFoundation)の 上 級研 究 員 で あ る ジ

ェ ー ム ス ・フ ィ リ ップ(JamesPhillip)は,研 究 所 の機 関 誌 で,イ ラ ク とテ ロ

リス ト集 団 との 関係 を実 証 した 。 た とえ ば1993年2月 に起 きた世 界 貿 易 セ ンタ

ー ビル爆 弾 テ ロ事 件 の 主 犯 者 で あ る ラ ム ジ ・ヨセ ブは
,イ ラ ク とビ ン ・ラデ ィ

ンの組 織 で あ るア ル カ イ ダ と,緊 密 な 関係 に あ っ た こ と を指 摘 して い る。 また

同事 件 の もう一 人 の 首 謀 者 で あ る ア ブ ダ ル ・ヤ シ ンが,事 件 の後 ア メ リカか ら

逃 亡 し,し ば ら く した の ち再 び イ ラ ク に戻 り,バ ク ダ ッ ドに潜 伏 して い る とい

っ た情 報 を掲 載 した。 さ らに フ ィ リ ップ は,「 湾 岸 戦 争 終 結 以 来,ア メ リ カ と

イ ラ ク は事 実 上 の戦 争状 態(technicallyatwar)に あ り,た とえ9.11と イ ラ ク

の 関係 が は っ き り しな く と も,フ セ イ ン政 権 打 倒 を 目指 して,こ の際 思 い切 っ

た 軍事 行 動 を起 こす べ きで あ る」,さ らに 「イ ラ ク は,生 物 ・化 学 兵 器,核 兵
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器 といった大量破壊兵器 を秘密 裏 に開発 してお り,ア メ リカ と民主主義社会 を

擁i護す るために,一 刻 の猶予 も許 され ない」 と,ネ オ コンの見解 をあ らためて

強調 した19)。

2002年9月12日,ブ ッシュ大統領 は,国 連総会で演説 した。 これはイ ラク攻

撃 に対 す る国際社会 の理解 と協 力 を得 よ うと した,彼 の最後 の努力で あった。

その演説の 中で大統領 は,湾 岸戦争以 来,イ ラクに対す る国連安保理決議 が こ

とご と く無視 され,不 履行 であった こ とを具体 的 に述べ た。 た とえば,安 保理

決議687な らび に1373で,イ ラク とすべ て のテ ロ リス トとの 関係 を禁 じ,そ の

集団 をイラク国内で保護す る ことが ない よう,禁 じた のに もかか わ らず,フ セ

イ ンはその約束 を反故 に して きた こ とや,安 保理 決議715,949,1051に おい て,

大量破壊 兵器,長 距離 ミサイルの破棄 を監視 す るため のUNSCOM(国 連大

量破壊 兵器破 棄特別委員会)を 再三 にわた り拒 否 して きた ことを指摘 した。 そ

して満員 の総会議場 で,加 盟 国代 表者 に力強 く訴 えた。 「全世 界 の皆 さん,ア

メ リカは もう忍耐の 限界 を超 え ました。私 た ちはイラクに対 して,さ まざ まな

国連制裁,と きには軍事 的制裁 を行 い,ま た イラク国民 のために,人 道 的援助

を行 って まい りました。 しか しフセ イ ンは,こ れ らの努力 をすべ て無視 し,大

量破壊 兵器の 開発 を進め てい ます。 さ らに私 は確信 します。彼が もし核 兵器 を

手 に したな らば,必 ずや それ を使用す るであ ろう とい うこ とを。そ うした 日が

来 ない ように,私 たち は今,と もに立 ち上 が らなけれ ば な らない と きなの で

す1」 。 これ は事 実上,国 連 総会 にお いて の イラ クに対 す る 「宣戦 布告 宣言」

だ った。 これ に よって大統領 は,国 連安保理 が イラクに対 す る軍事的行動 を決

議 す るこ とを期待 してい た。 しか し,国 連安保理 で はフラ ンス,ロ シア,中 国

の反対 によって,そ の決議 は最終 的 に実現 しなか った。

この国連演 説 を受 けて,ウ ィリアム ・クリス トル は,さ っそ くワシ ン トン ・

ポス ト紙 に大統領 を支持す る コラム を投稿 した20)。その なかで彼 は,イ ラク攻

撃 は これ までの経緯 の当然 の帰結 であ り,議 会 と国民 は大 統領の下 に大 同団結

しなけれ ばな らない ことを訴 えた。 その ときすで に連邦 議会で は,共 和,民 主
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両党 の議員 が入 り乱 れ,激 しい論争 の末,大 統領 にイ ラク攻撃 の全 面的委任 を

託 していた。あ とは翌月の11月 に予定 されていた中間選挙 で共和 党が勝利 すれ

ば,大 統領 の イラク政策が国民 に信任 された ことにな り,共 和党 の大 勝利 とな

る。 ク リス トルはその中で,「 ブ ッシュ大統領 は もはや(イ ラク)戦 争 の指 導

者(warleader)と い うよ りも,戦 争執行者(warmobilizer)で ある」 と述べ,

あ とは どの よ うなタイ ミングで戦争 を開始 し,ま た勝利 す るため に,ど の よ う

な攻撃 を実施 すべ きか熟慮す る ことを,大 統領 に求 めた。 さ らに米軍の被 害 を

最小 限 に食 い止 め るため に,短 期決戦 を主張 した。 この ときすで に,ク リス ト

ル を中心 と した ネオコ ンたちには,長 年 の念願 だった フセ イン政権打倒,イ ラ

ク民 主化 の シナ リオを実現す る,確 か な手 ごたえ を感 じていたのであ る。

結論 として 「ネオコンの戦争」

2003年1月23日,ウ ィリアム ・クリス トル を中心 とす るネオコ ン主要 メ ンバ

ー18人 は,再 びブ ッシュ大統領 に,公 開要望書 を送 った。彼 らはそ こで,イ ラ

ク政策 に対 す る大統領 の強力 な指導力 を賛美す る とともに,「 サ ダム打倒 は 自

由 なイラク再建 と中東 の戦略 的安定 の第一段 階で しか ない」 と述べ,フ セイ ン

追放後 も 「悪の枢軸」,「な らず者 国家」 であ る北朝鮮 や イラ ンとは,た とえ戦

争 の舞台 が2つ に,あ るいは3つ にな ろ うとも,ア メ リカはひるむ こ とな く,

断固 として戦い続 けなければな らない と主張 した。 ネオコ ンた ちに とってイ ラ

ク戦争 は既定の路線 であ り,そ の後 の北朝鮮 やイ ラ ンとの戦争 を も,こ の とき

すで に視野 に入れ ていたのであ る21)。

この公 開要望書が発表 された5日 後,ブ ッシュ大統領 は2003年 度の年頭教書

演 説 を行 った。彼 はネオ コンたちの要望 にさっそ く応 えるかの よ うにそ の演説

の 中で,北 朝鮮 とイ ラ ンにつ いて言 及 した。 まず北 朝鮮 に関 しては,金 正 日

(キム ・ジ ョンイル)の 独 裁政 治 に よって,国 民が飢餓 と抑圧 に苦 しんで いる

こ とを糾弾 し,「 核 兵器 開発 に よる脅 しには絶 対 に屈 しない1」 と宣言 した。
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一方
,イ ランについては大量破壊 兵器の 開発 と保有,さ らにテ ロ集 団へ の支援

疑惑があ り,ア メ リカはそ う した こ とを看 過で きない」 と述べ た。 そ して演 説

の最後の10分 はすべ てイ ラクにつ いて語 り,イ ラクのテロ リス トとの関わ りや

大量破壊 兵器 問題 を何度 も繰 り返 し,フ セ イ ン政権 を打倒 し,中 東 に平和 と安

定 を もた らす ために,イ ラク との戦争が不可欠で ある ことを訴 えた22)。

年 頭教 書 演 説 の1ヵ 月後 の2月28日,ブ ッシ ュ大 統 領 は,ア メ リカ ン ・エ ン

タ ー プ ラ イズ研 究 所(AEI=AmericanEnterpriseInstitute)の 年 次 総 会 に招 か れ

て演 説 した 。 これ は ブ ッ シュ政 権 の外 交 政 策 とネ オ コ ンた ち の親 密 関係 を,如

実 に示 す 出 来 事 だ っ た。 なぜ な ら保 守 主 義者 の シ ンク タ ンク で あ るAEIそ の

もの が ま さ に ネ オ コ ンの牙 城 で あ り,ウ ィ リア ム ・ク リス トルが 主 宰 す るPN

ACの 事 務 所 もAEIの ビル の な か にあ るか らだ 。 そ して な に よ りも,AEI

の 関係 者20名 が,閣 僚 や 補 佐 官 と して 国家 安 全 保 障 の 分 野 で ブ ッ シュ政 権 を支

え て い る の で あ る。 当 日 は ネ オ コ ンの ゴ ッ ドフ ァー ザ ー と呼 ば れ る ウ ィ リア

ム ・ク リス トル の父 親 ア ー ビ ン ・ク リス トル も総 会 に出 席 し,大 統 領 と親 し く

言 葉 を交 わ した とい う。 こ う して ネ オ コ ンた ち の応 援 を受 け て大 統 領 は,こ こ

で の 演 説 で も,フ セ イ ン とい う イ ラ クの独 裁 者 が 大 量破 壊 兵 器 を 隠 し持 ち,中

東 ばか りで な く世 界 全 体 を危 機 に陥 れ て い る こ と。 さ らに そ の兵 器 が テ ロ リス

トの 手 に渡 る危 険性 が あ る こ と を指 摘 し,イ ラ ク戦 争 の 正 当性 を強 く訴 え た の

で あ る。 同時 に フセ イ ン打 倒 後 も,自 由 で,民 主 主 義 的 な イ ラ ク を再 建 す るた

め に,ア メ リカ は い か な る支 援 も惜 しま ない こ とを約 束 した の で あ っ た22)。

イ ラ ク戦 争 は2003年4月12日 に「イ ラ クの 自由作 戦(OperationIraqiFreedom)」

と して始 ま り,3週 間後 の5月1日 に カ リ フ オル ニ ア州 サ ンデ ィエ ゴ沖 の空 母

「エ イ ブ ラハ ム ・リ ン カー ン号 」 の 船 上 で行 わ れ た ブ ッシ ュ大 統 領 の勝 利 宣 言

に よっ て終 結 した 。 「フセ イ ン政 権 打 倒 」,「 イ ラ クの 民 主 化 」 とい う ネ オ コ ン

の 長 年 の 目標 は,ブ ッシ ュ 大 統 領 の登 場 に よっ て,そ して9.11の 悲 劇 に よっ

て 実 現 す る こ と とな っ た。 しか しイ ラ ク戦 争 は,ネ オ コ ンの外 交 戦 略 の プ ロ ロ
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一グで しかない。今後,北 朝鮮,そ して イラ ンと,彼 らの戦 いは これか らも続

く。 ブ ッシュ大統領 は両国 に対 して も,「(脅 威 に対す る)先 制攻撃論」 に基 づ

いて,イ ラク と同様 に再 び軍事 的行 動 を起 こすの であろ うか。 また,2004年 の

大統領選挙 でブ ッシュ氏 が再 選 されれ ば,さ らに4年 間,政 権 の外交,国 家安

全保 障政 策は,ネ オコ ンた ちの 大 きな影響 を受 ける ことになるのだろ うか。 そ

うであるな らば,再 選 後 も一国単独 で も軍事力行使 をため らわず,国 連 を中心

とす る国際協調 は拒否 し,ア メ リカを絶対的正義 と見 な し,そ れに反す る もの

はすべ て悪 とす るブ ッシュ外 交が 再 び繰 り返 され るであ ろ う。「ネ オコ ンの戦

争」 が,今 度は朝鮮 半島で勃発 す るか もしれない。 そ うなれば,韓 国ばか りで

な く日本 も,北 朝鮮 の攻 撃 目標 とな る こ とは間違 い ない。 「ネオ コンの戦 争」

は,ま さに 「日本 の戦 争」 となる可能性 が あるこ とを,私 たち 日本人 は今,し

っか りと認識 しなけれ ばな らない。
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